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農山漁村等地域の活性化のための融資をはじめとする支援 

 

(11) ＴＡＣアグリセミナー 

ＪＡさいたま（埼玉県） 

新規 継続 

 
○ 

（平成 22年 4月） 

 

1 動機 

（経緯） 

平成 22 年に農家組合員からの要望で始まり、新たに農業を志す人や今後直売所への出

荷を目指す農家組合員などを対象に、農業の基礎及び実践的技術の習得と向上を目的に

ＴＡＣアグリセミナーを平成 28年度まで毎年開催しております。 

 

注）ＴＡＣとはＴｅａｍ Ｆｏｒ Ａｇｕｒｉｃｕｌｔｕｒａｌ Ｃｏｏｒｄｉｎａｔ

ｉｏｎの略称で、地域農業の担い手（農家）に出向くＪＡ担当者（営農指導）の事です。 

 

2 概要 露地野菜を中心とした栽培方法の基礎講習と展示圃場での農作業の実習を中心に行い

募集人員は 10名、毎月 1回・年 12回の講習を行います。 

 

【28年度研修内容】 

4月夏野菜品種紹介          10月農産物生産履歴記帳・秋冬野菜中間管理 

5月夏野菜の播種作業・育苗管理    11月種苗研究農場へ視察研修 

6月肥料基礎知識・夏野菜苗定植作業  12月果樹剪定・管理 

7月農薬基礎知識・夏野菜苗中間管理  1月大田市場視察 

8月農薬法令・秋冬野菜播種作業    2月春夏野菜品種紹介・秋冬葱播種作業 

9月農機具点検整備・秋冬野菜定植作業 3月秋冬野菜管理 

 

3 成果 

（効果） 

過去 7年間にて 64名が受講し、22名が直売所生産者として登録しております。 

露地野菜が中心ではありますが、基礎から実践までのセミナーである為、ある程度知識

のある農家組合員からも好評です。2 年連続で受講している方や農家組合員の奥様など

も家事の傍ら時間を作り参加して頂いており、幅広い層の方に好評価を頂いておりま

す。 

 

4 今後の

予定（課

題） 

継続的に行う予定でありますが、現在地域が限定されており、上尾市・伊奈町・桶川市・

北本市在住の方が対象となっております。今後は当ＪＡ管内すべてでセミナーが開校で

きる体制を構築し、継続的な開催を行っていきます。 
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